
関節がボキッとなる
原理について

約４０年ほど前にレントゲンで関節の映像を見ることが出来るよ
うになり、関節がボキッとなる原理がわかりました。

炭酸瓶の栓を抜いた時と同じ原理が関節内で働きます。

これは関節内の圧力が関節外よりも陰圧になり、一時的に関節
を動かしやすくなるだけであることがわかりました。

関節が動かしやすくなったのは、決して関節のずれが治った訳
ではありません。

同じ原理です
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関節がボキッと鳴る現象に
ついては問題ありませんが、
ボキッと鳴らす為に行うスラスト
（関節を急激にひねる施術）が
問題視されています。

では、具体的にどのような障害が出る
のでしょうか ☞次ページ

骨と骨を固定するバン
ドの役割をする靭帯が
緩み、関節が不安定に。
また、椎間板がある

場合は椎間板に微細
なひび割れを起こし
ヘルニアを誘発します。



人体に及ぼす悪影響について

（年月とともに発生しやすくなります）

厚労省（国）からの通達で医療機関
ではスラスト行為は禁止されています
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